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鋭いヒラメ キや " 博学多才 さ " は東大入試では 不要 

世間一般で「東大生は 頭がいい」とよく 言われるが、 これを「 鋭 

い」とか「天才的であ る」と誤解してしまう 人がいる。 もちろん、 

中には本当に 天才的な人材がいるのかもしれないが、 東大生全般を 

特徴づける " 頭の良㍗とは、 その種の才能ではなく、 ただ単に「 ま 

ともな論理，性を 身に着けている」ことにすぎない。 

これは、 東大の入試問題を 見るとよく分かる。 鋭いヒラメ キ もい 

らないし、 人が知らないようなことまで 知っている " 博学 ざ もい 

らない。 求められているのは、 たかだか「理詰めでものを 考えられ 

る能力」、 すなわち一般的な 意味で言われる「論理方」なのであ る。 

「論理 力 」というと非常に 抽象的だが、 簡単に言ってしまうと、 「 A 

だから B 、 B だから C 、 したがって A だから C 」という考え 方がし 

っかりできるかということだ。 

受験生ならば「論理 力 が大切」ということは、 耳に タコ ができる 

ほど学校の教師や 予備校の講師から 聞かされているだろう。 数学だ 

けでなく、 現代文の教師も「論理的に 考えろ」と教える。 では、 い 

づたい論理 カ とは何か 、 特に東大が求めている 論理 カ とは何かを考 

えてみたい。 
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「暗記科目」の 社会でも「論理」が 求められる 

「論理 力 」でイメージされる 教科は数学であ るが、 東大の場合、 数 

学以覚の教科でもしっこく 受験生の論理 力 を試してくる。 一般に「暗 

記科目」と考えられている 社会の入試問題を 、 他の大学と比べてみ 

ると一目瞭然であ る。 

たとえば、 早稲田のような 難関私大の社会は、 重箱 の隅を突っつ 

くような細かいところまで 問題にされる。 「 A は何か」、 「 B は何か」 

ということを 聞いてくるわけだ。 

ところが東大の 社会の問題では、 たとえば『日本史 O&AJ (LU 川 

出版社 ) で求められるような " クイズ的知識 " はほとんどいらない。 

その代わり、 たとえば歴史でも「 A だから B 」のように、 A と B を 

つなぐ「論理」が 求められるのであ る。 

これに関しては、 東大の教官もはっきり 断言している。 総合文化 

研究科教授の 義 江 静夫 氏 (2006 年に退官 ) は、 『東京大学新聞 J C 東 
京大学新聞社 ) で具体的な例を 出してこう発言されている。 

Ⅱ前略 ) ただ羅列的に 丸暗記するのではなく、 前後の流れのなかに 

その史実を位置づけ、 その意味や役割について 考えることが 大切な 

のです。 例えば 19 世紀半ばになると 欧米からの黒船がしばしば 日本 

にやって来、 それと平行して 倒幕運動が盛んになり、 ついに 1868 年 

明治維新となるわけですが、 これらの事実をただ 棒暗記するのでは 

なく、 なぜこのころ 黒船が頻繁にくるようになったのか、 又 それが 

なぜ国内の倒幕運動を 盛んにする役割をはたしたのか、 さらに、 ど 

うしてその結果が 欧米の植民地ではなく、 天皇を頂点とする 近代国 

家の樹立に至ったのかなどを 総合的に考えることが 歴史を学ぶ目的 

だと思います」㏍ 東京大学新聞コ 平成 8 年 9 月 24 日号より 

東大の日本史の 問題を見た人なら 分かるが、 これほどストレート 

に 、 試験問題に込められた 意図を明らかにした 発言もない。 
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重要になるアウトプット・トレーニンバ 

東大の教官の 発言をもう一つ 紹介しょう。 これは、 総合文化研究 

科教養学部広域科学専攻助教授・ 渡海雄一郎氏が、 生物の勉強法に 

関連して東大受験生にアドバイスしたものだ。 

「 ( 前略 ) 生物を学ぶにあ たって、 暗記しなければいけないものが 

あ るのは確かであ る。 ただ、 これは新しい 言語を覚える 際にあ る程 

度の数の単語を 覚えるようなものであ り、 ( 中略 ) 東大の生物の 試 

験問題では、 そうした基礎をふまえた 応用 力 、 洞察力、 そして論理 

的思考が試されているのではないだろうか。 ( 後略 ) 」 ( 『東京大学新 

聞』平成 U4 年 9 月 10 日号 よ り ) 

これも入試問題を 見れば一目瞭然だ。 東大の生物では、 教科書や 

模試などではまずお 目にかからない、 かなり高度な 実験などが題材 

となる。 しかし、 その問題を解くために、 教科書レベルを 超える高 

度な知識は必要ない。 実際には、 教科書の基本的な 知識をもとに 考 

えれば解けるように、 うまく作られているのだ。 

認知心理学のモデルでは、 思考とは「知識を 用いて推論を 行うこ 

と」と定義される。 東大が求める「頭の 良さ」 二 論理 力も 、 まさに 

知識を「使って」正しく「推論する」能力のことを 指す。 

これは、 別に " 特異な能力 " ではなく、 受験勉強を通して 誰でも 

身に着けられる。 そのためには、 基本知識をインプットするのは 当 

然 だが、 蓄えた知識を 引き出して使うアウトプット・トレーニンバ 

が決定的に重要になる。 早い話が、 東大の入試傾向に 合った問題を 

たくさん解きながら、 知識の引き出し 方・使い方を 習得していけば 

いいのだ。 アウトプット・トレーニンバ 中心の受験勉強によって 結 

果的に「頭が 良くなる」わけで、 「生まれつき 頭がいい」から 東大 

に 受かるのではない。 この点は特に 強調しておきたい。 

6  1 章 東大入試を [ 読み解く ] 
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「 ( 前略 ) 受験生はよく『 完答 0 点 』というようなことを 言います 

が、 最後まで計算が 続いていて正答が 書いてあ るというのと、 完全 

な論理によって 正答が表現されている、 というのとの 間にはかなり 

大きな差があ ります。 とは言っても 別に重箱 の隅をつついて 減点し 

てやると思っているわけではないので、 明確な論理がきちんと 書い 

てあ れば、 かなりの勘違いや 計算ミスがあ っても評価できる 点は評 

価します。 そういう答案の 方がいいかげんな 理由によってとりあ え 

ず正答に達している 答案より評価が 高くなるということもしばしば 

あ りえます。 ( 後略 ) 」 ( 『東京大学新剛平成 W4 年 9 月 10 日号より ) 

ここでは、 いい加減な論理による 正答より、 たとえ誤答でも 明確 

な論理が貫かれている 答案のほうに 高い評価が与えられることもあ 

ると、 河東 氏 が言い切っている 箇所に注目してほしい。 

論理力を身に 着ける受験勉強法とは 

では、 東大が求める 論理 力 を身に着けるには、 どういう勉強法を 

実践すればいいのか。 一つは、 前述したように、 覚えた知識を 使う 

練習 二 アウトプット・トレーニンバを 重視することであ る。 

もう一つは、 知識を暗記する 段階では、 できるだけ「理解しなが 

ら 覚える」ということだ。 そのためには、 勉強のやり方を 工夫する 

必要があ るし、 参考書の選択も 重要になる。 

実際、 東大合格者たちが 実践してきた 勉強法をモニターしてみる 

と、 この 2 点に関しては、 かなりの共通点を 見いだせる。 5 章以降 

では、 こうした情報を 集約する形で 科目別攻略法を 紹介したい。 
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POlNT2  表現力重視の 傾向分析 

東大の入試問題が 要求する第 2 の柱は「表現力」であ る。 
弗だ @  里 @ , 、 寺め ・ ， Ⅱ l 十 。 ・ 井圭咀バ 悪 めュゎァ ・、 スムは 
'" '" ノ " 木 ノ 。 入 ' ア 1 " "" " " " 小ナ " 円れ '" Ⅰ " 。 " "/ 。 。 " 。               

ではない。 ここでは、 入試の実例や 東大生、 教官の証言を 交 

えながら、 東大が求める「表現力」の 内容を分析する。 

数学の答案にも 求められる日本語の「表現力」 

東大が受験生に 求める二つ目の 能力は「表現力」であ る。 この言 
葉から、 国語や社会などの 論述問題を思 い 浮かべる人も 多 い だろう   

しかし、 数学のような 理系科目でも、 同様の「表現力」が 求められ 

る。 先の河東泰之氏の 発言にも う 一度耳を傾けてみよう。 

「一番言いたいことは、 ち やんとした日本語で 自分の考えたことを 

論理的に表現する 訓練をして欲しい、 ということです。 受験勉強の 

ときも本番の 試験でも、 そして大学に 入った後も、 常にそのように 

心がけて努力することによって、 自分の考えを 正確に伝えることが 

でき、 また間違いを 防ぐことができると 思います。 正誤をいう以前 

に 、 数学的に意味をなしていない 文章しか書けない 人が大学に入っ 

た後でも少なからず 見受けられます。 A 二 B というような 式を書く 

とき、 それは仮定したのか、 そのようにおいたのか、 これから証明 

することを書いたのか、 これまでにわかった 結論を書いたのか、 き 

ちんと表現されていないということ 以前に、 そもそも自分の 頭の中 

でもちゃんと 整理されていないのではないかと 思わせる人が 多すぎ 

ます ( 後略 ) 」 ( 『東京大学新聞」平成 W4 年 9 月 10 日号より ) 

8  1 章 東大入試を [ 読み解く ] 

要するに、 数学の答案でも、 日本語で上に 分かるように ( 論理的 

に ) 表現する力が 求められているわけだ。 頭がいい人、 鋭い人はた 

しかにいる。 しかし、 それを他人に 向けてどう表現すれば 伝わるか 

に無頓着な人が 少なくない、 ということなのであ る。 当然のことな 

がら、 表現力が足りない 答案は容赦なく 減点されるであ ろう。 

「コミュニケーション 能力」重視の 教養改革 

東大入試では、 昔から記述・ 論述主体の「表現力重視」を 一貫し 

て 打ち出してきた。 この傾向に拍車をかけたのが、 平成 5 年から 始 
まった教養学部のか」キュラムや 基本理念の抜本的改革、 いわゆる 

「教養改革」であ る。 ここで重視されたのが、 いわゆる「コミュニ 

ケーション能力」であ る。 

実際、 東大の「教養改革」で 何が一番変わったかというと、 英語 

のかⅠキュラムであ る。 たとえば、 大学の試験では、 読解と合わせ 

てリスニンバも 同じよ ヒ 率で重視される。 授業でも、 視聴覚のビデオ 

教材が取り入れられている。 

また、 教養学部の「基礎演習」という 講義でしばしば 使用される 

テキスト『知のま 丸 Ⅵ 劃 ( 東京大学出版会 ) など『知のコシリーズは、 

一般書としても べ ストセラ一になったことで 有名だが、 この木では 

「表現、 発表の方法」がテーマになっている。 

このように、 東大の教養改革では、 表現力、 コミュニケーション 

能力の開発を 柱とするが、 これは入試問題にも 反映される。 たとえ 

ば 、 リスニンバや 英作文の配点増加 や 、 後期試験で論文試験を 課す 

などの措置も、 その一貫としてとらえることができる。 

東大の英作文に 見る「表現力」の 分析 

東大の英作文の 出題形式や傾向を 追っていくと、 東大が求めてい 

る 「表現力」の 内容が よ くわかる。 基本白りには、 「簡潔にして 的確 

9 

  

  



 
 

「
 

  

 
 

 
 

著者紹介 

和田 秀樹 ( わだ・ひでき ) 
1960 年大阪市生まれ。 灘 高から東京大学の 理 m に現役 合 
格 。 東大医学部精神神経科助手、 カールメニンガー 精神屋 

学校での在覚研修を 経て、 精神科医として 病院勤務を続け 

るかたわら、 幅広く執筆、 評論活動を展開している。 現在、 

国際医療大学大学院教授。 
雄高時代に劣等生から 抜け出した体験をもとに 書いた 

[ 受験は要領」 ( ごま書房 ) が べ ストセラ一になり、 その後 

も 意欲的に受験技術書を 出版、 「神話崩壊 やさしくなっ 

た 東大合格』 ( 文藝春秋 ) 、 [ 和田式要領受験術・ 数学は暗 
記だ ! Ⅱフックマン 干 廿などの著書があ る。 予備校顧問の 

ほか、 「 緑銭 受験指導ゼミナール」の 監修者として 独自の指 
導を展開して 実績を上げている。 
最新の精神医学に 基づく受験論「受験勉強は 子どもを 救 
う 」 ( 河 田 書房新社 ) がマスコミや 受験界の注目を 集め、 雑 

誌や新聞の評論活動でも 活躍中。 圧 あ いな」の空間」ひ 一 

マス・ H . オグデン 著 ・和田秀樹 訳 、 新評論 ) や 「多重大 
格 』 ( 講談社 ) など、 意欲的に翻訳、 執筆活動を行っている。 

2007 年度版 新 ・受検技法   東大合格の極意 -- 

  

1 鍍 7 年 3 月幻日 初 版第 1 利発行 ( 検印廃止 ) 
  期年 2 月羽目 改 訂 版第 1 脚発行 
1 ㏄ 9 年 4 月 あ 日 最 新 版第 1 刷 発行 
X 鵜 年 4 月 あ 日 新 訂 版 第 1 刷 発行 
棚 l 年 S 同 l5 日 2 ㏄ 2 年度版第 1 利発行 
初 ㏄年 5 月幻日 幻 ㏄年度版第 1 利発行 
20 ㏄年 5 月幻日 拘 ㎝年度版築 1 利発行 
拍叫 年 5 月幻日柳 5 年度版第 1 利発行 著者 不日田 秀枝サ 
幻 ㏄年 5 月お目 2n ㏄年度版第 1 利発行 
却 ㏄年 5 月 あ 日 2 卿 年度版第 1 刷 発行 発行者 武市一幸 卦珊 発行 所 休会 式社 新 評 

〒 169- ㏄ 51 電話 03 (3202) 7391 
東京都新宿区西早稲田 3 一 l6 一 28 振替・㏄ 16 缶 1-11 ㎝ 87 

定価はカバ一に 表示してあ ります。 印 刷 フォレスト 落丁・乱丁はお 取り替えします。 製 木 社 １ １ 製 木 

h 坤 ://wwww.s ㎡ nhyoron.co.@/ 装 偵 山田英 春 

O  HidekiW 肋 A2 ㍾ 
 
 
n
J
a
p
a
 

C
7
0
3
 

 
 
 
 
Ⅲ
Ⅱ
 

1
0
 
㎝
 
7
 
8
-
0
7
m
 

 
 
I
S
B
N
 


